
     

 
 

OPAC 等の図書データ表示の変更について 

1. 概要 

市大 OPAC の書誌データは、国立情報学研究所（NII）が提供する NACSIS-CAT のデータを利用しています。 

2020 年 8 月に NACSIS-CAT の書誌データ作成規則が変更されたため、市大 OPAC 書誌データにも変更点があります。 

以下どのように表示が変わったかについて説明します。 

 

2. 変更点 

（規則変更前） 

① 複数の巻からなる図書は、1 件の書誌データに全ての巻がまとまって表示される。 

② 1 つの図書について、対応する書誌データは 1 つ（重複書誌不可）。 

 

（規則変更後） 

① 複数の巻からなる図書は、各巻ごとに書誌データが作成される。 

② 1 つの図書について、複数の書誌データが存在する（重複書誌可）。 

 

【注意！】2020 年 8 月以降、市大 OPAC には上記の規則変更前の書誌データと、規則変更後のデータが混在します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



     

 
 

3. 具体例 

① 複数の巻からなる図書 

 

【規則変更前】 1 つの書誌に複数の巻（例：上、下）を登録している 

 

（検索結果一覧） 

 

 

 

（書誌詳細画面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



     

 
 

【規則変更後】 各巻号ごとに書誌が分かれる 

 

（検索結果一覧） 

 

 

 

 

（書誌詳細画面） 

     例：上巻の書誌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OPAC では規則変更前と規則変更後の書誌が混在しています。 

 （混在している例） 

 

 

 

「他の巻号の資料をみる」 

他の巻号の所蔵を確認することができます 

規則変更以前作成の書誌 

規則変更以降作成の書誌 



     

 
 

② 重複書誌（並立書誌）について 

新規則では重複書誌（並立書誌）の作成が認められています。 

本学 OPAC 内では原則として並立書誌は作成しない方針ですが、「他大学検索タブ」「CiNii Books」では並立書誌が存在する場合がありますの

で、ご注意ください。 

 

「他大学検索タブ」の例 

（検索結果一覧） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（書誌詳細） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「同一資料の他の書誌を探す」 

他に並立書誌が存在する場合に表示されます 

1 の書誌 2 の書誌 


